
「道の駅みなの」のシンカ!
～地域コミュニティ×観光入込客数10倍～
皆野町役場 企画財政課



鉄道で

■池袋から90分

自動車で

■所沢から75分
■熊谷から60分

■熊谷から60分

東京都心から
約80km

皆野町の位置
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美の山

下日野沢

上日野沢

金沢

下田野

三沢

皆野

野巻
大渕

国神
金崎

8,605人人 口

 大部分は林野
 中央部の平坦地の面積

は全体の約25%
 500～1,000m級の

山々に囲まれている

城峯山
海抜1,038 m

中心部（平坦地）
海抜160 m

面積は全体の約25%

写真:Google Earth

破風山

城峯山

大霧山

登谷山

宝登山

63.74 ㎢面 積
R08.06.01現在

皆野町の地理的条件
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いわゆる「田舎」です。日常の生活の足は自動車がメインです。
ただし、中心部にはスーパーや飲食店がそろい、24時間対応の病院もあります。

コンビニも４店舗あります。生活に不便はありません。
町の中央には秩父鉄道が走り、町内に駅が２つあります。
便数は少ないですが、路線バスも４路線あります。

ヤオコーマーケットプレイス皆野店 医療法人徳洲会 皆野病院 秩父鉄道 皆野駅

皆野町ってどんな町?
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関東三大民謡「秩父音頭まつり」 美の山公園からの絶景

天空のポピー（5～6月） 山の稜線が浮かび上がる 綺麗な夕焼け 撮影：佐々木賢太

撮影：佐々木賢太



豊かな自然と荒川に育まれた皆野の特産品

皆野町の特産品
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ぶどう きのこ 栗
ぽろたん

味噌

恵まれた気候が育んだ
多彩なぶどうの魅力

自然の恵みが育てた
香り豊かな しいたけ

渋皮が剝きやすく
料理にも使いやすい

「ぽろたん」

厳選した大豆と麦、
美味しい水を使った

こだわりの味噌を醸造



共創のまちづくり「#みんなで皆野」
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現在の「道の駅みなの」の概要
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秩父地域の農産物直売所で
一番の売上を誇る道の駅!

関越道花園ICから秩父地域に入ると
最初に現れる道の駅

地域農業を支える重要な売り場

開業年

アクセス

来場者数

主な機能

2012年10月

関越道花園ICより15.1km

235,000人（令和７年度レジ通過人数）

農産物直売所、レストハウス

特徴

「道の駅みなの」の外観

直売所店内の様子



「道の駅みなの」の抱える課題
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主要施設が老朽化

販売床面積が不足

直売所以外のコンテンツが不足
（食、コミュニティ、子どもの遊び場など）

ドライバー休憩スポットの機能低下

周辺の観光スポットとの連携が不足

立地ポテンシャルを生かしきれていない

「道の駅みなの」の拡張リニューアルを検討

解決すべき課題

コンテンツ不足による賑わい低下 ドライバー休憩スポットの機能低下

「道の駅みなの」拡張地



皆野町の目指す姿

#みんなで皆野 皆野町・2026

10

皆野町・秩父地域の良さを生かしながら…

“皆野町らしさ”
が溢れる道の駅にしたい!



リニューアルで求めたい３つの効果（企業様に求めるもの）
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観光客だけでなく地域住民も
集い、活動できる拠点を整備

子どもから高齢者まで誰もが
立ち寄れる居場所

滞在時間を延ばし、
多様な交流を促進

道の駅を起点に、
秩父地域全体への
周遊を促進

農産物の販売環境を
強化

6次産業化の拠点、
付加価値の高い商品
が創出

地元就労を生み出し、
地域の活力を維持

賑わいが
生まれる

地域経済に
つながる

町内外から
人が集まる

様々な要素を
解決できる提案

を募集!



コミュニティ機能

リニューアルで付与したい6つの機能①
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• 雨の日でも子どもが遊べる
施設の設置

• 世代を選ばず楽しめる仕組
みの設置、開発

• 自然環境を生かした居心地
の良い空間づくり

• ドライバーの休憩スポット
として機能を充実させる

01

• 町民が集い交流する場所
の設置

• 地域内外の人々が交わる
場所の設置、イベント開
催

「遊び」の要素02 休憩機能の強化03

人が
集まる

賑わいが
生まれる

地域経済に
つながる



「食」のコンテンツ充実

リニューアルで付与したい6つの機能②
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• “秩父地域の農産物”販売を
主とした品揃えの直売所と
するための商品開発

• 売場面積の拡張

• 避難所としての機能を整備
し有事の際の拠点となる

04

• 観光客を引き付ける食のコ
ンテンツを開発

• 6次産業化により農業・農
産物への付加価値を付与し
出口単価を上げる

直売所のリニューアル05 防災機能の整備06

（＋ 防災）

人が
集まる

賑わいが
生まれる

地域経済に
つながる



皆野町から提供できること
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実証・展開を全面的にサポートし、
企業の皆様が挑戦しやすい環境を整えます!

１．実証の場の提供
現在の「道の駅みなの」を実証のフィールドとして提供することができます。

２．実施に向けた支援
イベント開催や社会実験の実施に向けて、運営や調整をサポートします。

３．情報発信の支援
広報・SNS・プレスリリース等を活用し、取組の発信をお手伝いします。

４．関係機関等との調整・連携支援
必要に応じて、JAや関係機関等との連携をサポートします。



まとめ
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「町内外から人が集まる」「賑わいが生まれる」「地域経済につながる」
行政ではできない民間の企業だからこそできるようなコンテンツ・アイデア・
ノウハウを募集しております。

町がリニューアルで付与したい6つの機能

コミュニティ施設 「遊び」の
要素

休憩機能の
強化

「食」の
コンテンツ充実

農産物直売所の
リニューアル

防災機能の
整備

01 05 06040302

ご提案いただきたい内容

皆野町から提供できること

実証の場の提供 実施に向けた
支援 情報発信の支援 関係機関等との

調整・連携支援


